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世界への
プレゼントになろう

第41回例会
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開会点鐘

国歌斉唱

ロータリーの目的・四つのテスト唱和

ロータリー歌
「奉仕の理想」斉唱

■出席報告 ■幹事報告

■ゲスト紹介

■ゲスト卓話

渡部宏夫委員長 蔭山寿一幹事

渡部宏夫 出席委員長

「サントリー森と水の学校」
サントリーエコ戦略部 水育グループ

渡辺周介 様

総員 37名
出席 25名
欠席 12名
出席率 67.57％
前回修正率 67.57％

プログラム／ゲスト卓話

■会長挨拶
小口憲太朗会長

■ゲスト紹介
蔭山寿一幹事

先日、京都に行って

まいりました。磐梯

熱海温泉では萩姫

まつり50周年に当

たり、青年部が「萩姫

が歩いた道程をゆく」として、京都から熱

海町までの五百本の川を数えながら歩く

ということでスタートしました。安全祈願

祭を磐梯熱海の湯泉神社で行い、それか

ら京都御所近くの清浄華院という立派な

お寺で出発式を行いました。品川郡山市

長から京都市長への親書を託されました

ので、教育長を経験された京都市長とお

会いしたところ、京都の子供たちはあまり

地元の歴史を知らないことから、小学4年

生のために京都読本を作られたことをお

聞きしました。地元の歴史を知ることは大

切ではないかと思います。ご存知の通り、

安積疎水が日本遺産に登録されました。

安積疎水は当時の国家予算の3分の1を

費やした、日本初の大規模国家プロジェク

トです。郡山の歴史も考えてみたいものと

思います。

小口憲太朗

渡辺周介様

■スマイルＢＯＸ報告
藤田弘美副委員長

渡辺様のお話が楽しみ
です。

渡部宏夫 プレミアムモルツの「さ
わやかタイプ」が出まし
た。おいしい
です。「プレ
ミアムモル
ツ香るエー
ル」です。

増子ふみえ／味戸誠一郎／橋本弘幸
大山三起雄／宮澤キヨ子／佐藤功一
武藤起代子／宮﨑登志行／佐藤洋子

渡辺周介様（サントリーエコ戦略部）

　18日(水)の例会前に地下1F駐車場で
エコキャップ回収を行います。

　サントリーエコ戦略部の水育グループ
におりました渡辺周介は、4月1日付けで
異動になり、今は私の部下として営業をし
ております。

①みどりの羽根募金にクラブから5000
円を寄附させていただきます。みどりの
羽根をお持ちください。

②郡山女子大学附属高校マーチングバン
ド部から創立20周年での演奏御礼が
来ております。

③郡山安積RC創立30周年記念ゴルフ大
会が6月17日に宇津峰CCで開催され
ます。

④6月4日の岸和田東RC創立45周年記
念式典に会長はじめ9名が参加します。

⑤6月7日の台湾で水道事業落成式典が
開催され、会長はじめ5名が参加しま
す。

⑥岸和田東RCが双葉未来学園支援のた
め、17日に米本会長が来県されるそう
です。

　クラブ細則変更につきまして、皆さんに
5月1日に変更案を送付させていただき
ました。本日は会則に基づく定足数を満た
しておりますので、ご承認をいただきたい
と思います。定款の変更もRIの変更に合
わせたいと思います。
（拍手により承認）

●大山三起雄 環境保全委員長

●宮﨑登志行 会長エレクト
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クラブ会報／宮澤キヨ子 ・ 長尾勉

　先月まで担当しておりましたサント

リーエコ戦略部の「森と水の学校」を、少

しでも皆さんにご紹介できればと思いま

す。サントリーグループの企業理念は「人

と自然と響きあう」です。お客様に最高の

品質・サービスをお届けし、地球環境の保

全や社会貢献に取り組んでおります。サ

ントリーには創業以来変わらぬ精神があ

ります。チャレンジ精神の「やってみなは

れ」、利益の3割を社会に貢献しようとい

う「利益三分主義」です。「まっさん」で一

躍有名になりました鳥居信治郎が1899

年に創業しました。天然水の価値をお客

様に届けたいという気持ちで、ウィス

キー・飲料等の商品を作っております。

コーポレートメッセージには「水と共に生

きるサントリー」「社会にとっての水となり

たい」「水のようにしなやかに自由になり

たい」という3つの軸があります。サント

リーグループの環境基本方針は「水のサ

ステナビリティの追及」「生物多様保全へ

の取り組み」「リノベーティブな3R（リ

ユース・リデュース・リサイクル）による資

源の有効活用」「全傘下による低炭素企

業への挑戦」「社会とのコミュニケーショ

ン」の5つです。サントリーの環境ビジョン

目標は、自然環境の保全・再生と、環境に

負荷を与えないことを軸に、2020年、

2050年と、中・長期に向けたビジョンで

取り組んでおります。私は工場で製品を

作る仕事もしておりました。工場では水を

大切に使い、きれいにして自然に返して

おり、水源を守る活動も行っております。

これらの活動をまとめたDVDをご覧くだ

さい。

（DVD「水と命の未来を守る」鑑賞）

　大学の先生や専門家と共に、地質、水、

森などの調査をしております。サントリー

の天然水の森は全国各地に約8000ｈａ

あり、山手線内回りの約2倍の広さにな

ります。天然水の森は水源涵養森として

の機能を持っています。生物多様性に富

み、生態系ピラミッドの頂点には猛禽類

がおり、底辺にはミミズや微生物がいま

す。天然水の森は洪水・土砂災害に強く、

ＣＯ２吸収力が高く、豊かな自然と触れ

合える美しい森林です。降った雨は森に

いったん貯められ、ゆっくりと地下に浸

透していきます。水には体に良いとされ

るミネラルが溶け込んでいきます。水が

工場の下に届くまでに約20年かかると

いわれています。長い年月をかけて届い

た水を、ポンプで汲み上げて製品として

おります。砂や粘土でできた無機質の固

い土を、落ち葉や小動物の力を使って水

を含むことのできる地表づくりをしてお

り、この土の上を歩くと、ふかふかとした

感じが伝わります。

　サントリーは次世代環境教育として

「水育」の活動をしております。子供たち

が自然の素晴らしさを感じ、水を育む森

の大切さに気付き、未来に水を受け継ぐ

ために何ができるかを考える、次世代に

向けたプログラムです。「水育」はサント

リーの商標登録です。「水育」には、実際

に森に行って自然体験ができる「森と水

の学校」と、講師が学校に出向く「出張授

業」があります。12年前から始まり、参

加者は10万人を突破しました。「森と水

の学校」は、九州の阿蘇校、鳥取の奥大

山校、山梨の白州校があります。自然の

中で思い切り楽しむことを目指し、森の

中の水に触れる体験、ふかふかの土の

体験、自然の中で動植物に触れる体験

などを実際に森に行って、講師の説明を

聞き、器具を使った水実験では、ふかふ

かの土の役割を学びます。工場見学では

森で育まれた良質な水がどのように製品

化されるかを学んでもらっております。

年に約20回、7・8月の夏休みを中心に

開催しており、親子で参加しています。朝

9時半頃に工場近くに集合し、バスで天

然水の森に移動し、グループに分かれて

講師から説明を聞きながら森を探検し、

森の中で昼食をとり、最後に工場見学で

森の水を使って製品になるまでを学んで

いただいて、4時頃に終了となります。

「出張授業」は大都市を中心に、小学校

4・5年の社会科の水・森林の教科に組み

込んで行っております。担任の先生の1

時間の授業の次に、サントリーから講師

が出向いて実験などをしております。実

際の「水育」のＤＶＤがありますのでご覧

ください。

（ＤＶＤ「水育」鑑賞）

　「水育」の参加者の98％がアンケート

に「大変良かった」とお答えいただいてお

ります。参加費は無料です。これからも水

と生きる企業として、地球環境との調和

を進めていきますのでよろしくお願いし

ます。

宮澤  キヨ子
郡山市富田町字行人田15-2

TEL.024-922-6900
郡山市堂前町28-10
TEL.024-944-2101

閉会点鐘

◎ロータリー財団寄付者
小口憲太朗／宮﨑登志行／大山三起雄
武藤起代子／宮澤キヨ子／橋本弘幸

◎米山記念奨学会寄付者
小口憲太朗／味戸誠一郎／橋本弘幸
武藤起代子／宮﨑登志行／小林悦子

◎ポリオ寄付者
小口憲太朗／武藤起代子／橋本弘幸

武藤  起代子


